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(57)【要約】
【課題】従来の回折格子よりも高い効率を得ることがで
き、しかも、回折格子と比べて製造が容易であり、かつ
、コストを低減することができるようにした分散プリズ
ムを提供する。
【解決手段】屈折率分散が異なる少なくとも３種類以上
のプリズムを組み合せたものであり、
　上記３種類以上のプリズムのなかの１種類以上のプリ
ズムは、誘電体の屈折率を求める波長のベキ乗の分散式
　　　ｎ（λ）＝Ａ０＋Ａ２λ－２＋Ａ３λ－４

によって任意の波長範囲においてフィッティングした場
合にＡ３／Ａ２の絶対値が最小のプリズムより２倍以上
大きいことを特徴とする分散プリズム。
【選択図】　　　　図２
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　屈折率分散が異なる少なくとも３種類以上のプリズムを組み合せたものであり、
　前記３種類以上のプリズムのなかの１種類以上のプリズムは、誘電体の屈折率を求める
波長のベキ乗の分散式
　　　ｎ（λ）＝Ａ０＋Ａ２λ－２＋Ａ３λ－４

によって任意の波長範囲においてフィッティングした場合にＡ３／Ａ２の絶対値が最小の
プリズムより２倍以上大きい
　ことを特徴とする分散プリズム。
【請求項２】
　請求項１に記載の分散プリズムにおいて、
　前記１種類以上のプリズムは、樹脂よりなる
　ことを特徴とする分散プリズム。
【請求項３】
　請求項２に記載の分散プリズムにおいて、
　前記樹脂は、少なくとも１種類がポリカーボネートまたはフッ素系樹脂である
　ことを特徴とする分散プリズム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、分散プリズムに関し、さらに詳細には、広帯域の分光計測などに用いて好適
な分散光学素子たる分散プリズムに関するものである。
【０００２】
　なお、後述するように、本明細書においては、本発明による分散プリズムを「線形角度
分散プリズム」と適宜に称することとする。
【背景技術】
【０００３】
　従来より、広帯域の分光計測は、数多くの分野において計測手段として用いられており
、近年改めて、その重要性が認識されるようになった。
【０００４】
　例えば、生体の蛍光観察においては、同時に多数の色素を使用することが一般的になり
つつあり、波長の範囲が４００～２０００ｎｍに及ぶ分光計測を行うことが必要である。
【０００５】
　そして、複数の蛍光物質を分離するには、バンドパスフィルタを組み合わせた手法では
不十分であり、スペクトルの形からケモメトリクス等による分離法が求められている。
【０００６】
　また、こうした生体の蛍光観察では、主蛍光の波長のみならず蛍光強度が弱い波長の取
得も必要であり、紫外から赤外域まで同時に計測することが望ましく、広い波長帯域を高
い効率で分光する分散光学素子の開発が強く望まれている。
【０００７】
　一方、宇宙望遠鏡や補償光学を搭載した地上望遠鏡のように回折限界が達成できる次世
代の大型望遠鏡においても、大口径で広い波長帯域を高い効率で分光する分散光学素子の
開発が強く望まれている。
【０００８】

　より詳細には、一般に、分光計測においては、回折格子やフーリエ分光法あるいはプリ
ズム分光器が利用されている。
【０００９】
　回折格子は、波長に対してほぼ線形のスペクトルが得られるが、ブレーズ波長以外は効
率が低下し、また、整数倍の波長のスペクトルが同じ位置に重なるという性質がある。
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【００１０】
　このため、広帯域の分光計測では、フーリエ分光法やプリズム分光器が有利と考えられ
ているが、プリズムは分散が波長や波数に対して非線形であり、一方、フーリエ分光法は
分散が波数に対して線形であり、いずれも分散が波長に対して線形でないために用途によ
っては計測の効率が悪い場合があった。
【００１１】
　また、フーリエ分光器は回折格子やプリズム等の分散型に対して面積が広い光源や試料
の計測には有利であるが、点光源に対してはその優位性が消滅することになり、また、ア
レイ検出器を用いたマルチチャンネル分光器の場合には、画素数が増えるほどＳ／Ｎ比の
点でフーリエ分光器より分散型の方が有利になるものであった。
【００１２】

　ところで、天体等の低分散分光観測においては、屈折率の波長分散特性（屈折率分散）
が異なる複数個のプリズムを組み合わせた直視分散プリズム（図１に示すアミチ（Ａｍｉ
ｃｉ）分光器のプリズム等）やグリズム（直視回折格子）等の分散光学素子が用いられて
きた。
【００１３】
　なお、アミチ分光器のプリズム１００は、図１に示すように、屈折率の波長分散特性が
それぞれ異なる２種類のプリズムである第１プリズム１０２（屈折率：ｎａ（λ））と第
２プリズム１０４（屈折率：ｎｂ（λ））とを組み合わせて構成されている（ｎａ（λ）
≠ｎｂ（λ））。
【００１４】
　プリズムの多くは、光学ガラスや透明な結晶および樹脂等の媒質の屈折率分散が可視光
線において短波長の方が大きく、得られるスペクトルが波長や波数に対して線形ではない
ために計測の効率が悪いということが指摘されていた。
【００１５】
　また、グリズム等の回折格子は波長に対してほぼ線形のスペクトルが得られるが、広い
波長領域を同時に計測する場合には最大効率波長（ブレーズ波長）をピークとして効率が
低下し、また、整数倍の波長のスペクトルが同じ位置に重なってしまうという欠点が指摘
されていた。
【００１６】
　こうした回折格子の欠点を改善するために、特許文献１として提示する特開平９－１２
７３２１号公報、特許文献２として提示する特開平９－１２７３２２公報、特許文献３と
して提示する特開２００２－０６２４１８号公報に開示されているように、異なる材質の
回折格子を組み合せることにより比較的広い波長範囲において高い効率が得られるように
した分散光学素子が提案されている。
【００１７】
　しかしながら、特許文献１と２と３の回折格子は高い加工精度と多くの工数を必要とす
るために、極めて高価な分散光学素子であるという問題点があった。
【００１８】
　特に、回折限界の光学系で使用する場合には、波長の１／２０程度以下の波面精度で加
工する必要があり、大口径の回折格子を製作することが困難であるという問題点もあった
。
【００１９】
　さらに、複数の回折格子を整列して使用する場合には、波面の位相に加えて格子を整合
するように配置しなければならないために、実現が極めて困難であることも指摘されてい
た。
【００２０】
　なお、本願発明者等が提案した特願２００７－１７６６５５に開示された分散光学シス
テムは、レンズによって分散特性を変えるために専用の光学系が必要であり、撮像光学系
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と切り替えることは困難であった。
【００２１】

　こうした背景から、角度分散は小さくても良いが、１／２０波長以下の波面精度の達成
が容易な回折限界用の分散光学素子たる分散プリズムの開発が望まれていた。

【特許文献１】特開平９－１２７３２１号公報
【特許文献２】特開平９－１２７３２２号公報
【特許文献３】特開２００２－０６２４１８号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【００２２】
　本発明は、上記したような従来の技術の有する種々の問題点や要望に鑑みてなされたも
のであり、その目的とするところは、従来の回折格子よりも高い効率を得ることができ、
しかも、回折格子と比べて製造が容易であり、かつ、コストを低減することができるよう
にした分散プリズムを提供しようとするものである。
【００２３】
　また、本発明の目的とするところは、波長の１／２０程度の波面精度を比較的容易に達
成することができるようにした分散プリズムを提供しようとするものである。
【課題を解決するための手段】
【００２４】
　上記目的を達成するために、本発明のうち請求項１に記載の発明は、屈折率分散が異な
る少なくとも３種類以上のプリズムを組み合せたものであり、上記３種類以上のプリズム
のなかの１種類以上のプリズムは、誘電体の屈折率を求める波長のベキ乗の分散式
　　　ｎ（λ）＝Ａ０＋Ａ２λ－２＋Ａ３λ－４

によって任意の波長範囲においてフィッティングした場合にＡ３／Ａ２の絶対値が最小の
プリズムより２倍以上大きくなるようにしたものである。
【００２５】
　また、本発明のうち請求項２に記載の発明は、本発明のうち請求項１に記載の発明にお
いて、上記１種類以上のプリズムは、樹脂よりなるようにしたものである。
【００２６】
　また、本発明のうち請求項３に記載の発明は、本発明のうち請求項２に記載の発明にお
いて、上記樹脂は、少なくとも１種類がポリカーボネートまたはフッ素系樹脂であるよう
にしたものである。
【００２７】

　従って、本発明による分散プリズムによれば、従来の回折格子よりも高い効率を得るこ
とができ、しかも、回折格子と比べて製造が容易であり、かつ、コストを低減することが
できる。
【００２８】
　また、回折限界の光学系に使用する光学素子は波長の１／２０程度の波面精度が必要で
あるが、本発明による分散プリズムによれば、波長の１／２０程度の波面精度を比較的容
易に達成することができる。
【００２９】
　なお、回折限界の光学系において複数の分散プリズムを整列させて使用する場合には、
その配置に高い精度が要求されないため分散プリズム同士の透過波面を揃えれば、大口径
であっても対応することができる。
【発明の効果】
【００３０】
　本発明は、以上説明したように構成されているので、従来の回折格子よりも高い効率を
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得ることができ、しかも、回折格子と比べて製造が容易であり、かつ、コストを低減する
ことができるようになるという優れた効果を奏する。
【００３１】
　また、本発明は、以上説明したように構成されているので、波長の１／２０程度の波面
精度を比較的容易に達成することができるようなるという優れた効果を奏する。
【発明を実施するための最良の形態】
【００３２】
　以下、添付の図面を参照しながら、本発明による分散プリズム（以下、「線形角度分散
プリズム」と適宜に称する。）の実施の形態の一例を詳細に説明するものとする。
【００３３】
　この本発明による線形角度分散プリズムは、屈折率分散が異なる３種類以上のプリズム
を組み合せることによって任意の波長範囲において、出射角の角度分散が波長に対してほ
ぼ線形で、高い効率が得られる分散光学素子を安価に提供できるものである。
【００３４】
　なお、以下に説明する実施の形態においては、屈折率分散が異なる３種類のプリズムを
組み合わせて本発明による線形角度分散プリズムを構成する場合について説明する。
【００３５】

　即ち、図２には、本発明による線形角度分散プリズムの実施の形態の一例の概念構成説
明図が示されている。
【００３６】
　この線形角度分散プリズム１０は、屈折率の波長分散特性がそれぞれ異なる第１プリズ
ム１２（屈折率：ｎ１（λ））と第２プリズム１４（屈折率：ｎ２（λ））と第３プリズ
ム１６（屈折率：ｎ３（λ））とを組み合わせて構成されている（ｎ１（λ）≠ｎ２（λ
）≠ｎ３（λ））。
【００３７】
　ここで、第１プリズム１２は、例えば、ポリカーボネート（Ｐｏｌｙｃａｒｂｏｎａｔ
ｅ）などの樹脂により構成することができ、第２プリズム１４ならびに第３プリズム１６
は、例えば、ガラスにより構成することができる。
【００３８】
　なお、この実施の形態においては、第１プリズム１２としてポリカーボネートを用い、
第２プリズム１４として株式会社オハラ製の光学ガラスであるＳ－ＴＩＭ３９（商標）を
用い、第３プリズム１６として株式会社オハラ製の光学ガラスであるＳ－ＦＳＬ５（商標
）を用いた場合について説明する。
【００３９】

　こうした線形角度分散プリズム１０は、低分解能の分光計測にはそのまま分散光学素子
として用いると好適であり、また、線形角度分散プリズム１０は、高次回折光を利用して
広い波長範囲を同時に高分解能観測するエシェル（Ｅｃｈｅｌｌｅ）分光器の次数分離用
垂直分散光学素子としても有効である。
【００４０】
　さらに、高分解能の分光計測にはフーリエ分光器用干渉光学系の波長帯域を分割してＳ
／Ｎを向上させるための分散光学素子として用いると好適である。
【００４１】
　特に線形角度分散プリズム１０は、宇宙望遠鏡や補償光学を搭載した地上望遠鏡のよう
に回折限界が達成できる次世代大型望遠鏡の分光観測装置用の大口径分散光学素子として
有効である。
【００４２】
　例えば、口径１０ｍの望遠鏡は波長５００ｎｍにおいて回折限界が０．０１２６”（秒
角）であり、シーイング（大気揺らぎによる像の広がり）が１．０”である場合には像サ
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イズが回折限界の約８０倍に広がってしまう。
【００４３】
　従って、回折限界の場合には分光器のスリット幅をシーイング限界の１／８０にするこ
とが出来るので、同じ分散素子であっても８０倍の分解能が得られるようになる。
【００４４】
　即ち、宇宙望遠鏡や補償光学を搭載した地上望遠鏡あるいは横モードが単一なレーザー
のように回折限界の光学系で使用する場合には、線形角度分散プリズム１０は、回折格子
および従来の分散プリズムの欠点を克服した理想的な分散光学素子となる。
【００４５】

　次に、上記した第１プリズム１２の屈折率ｎ１と第２プリズム１４の屈折率：ｎ２と第
３プリズム１６の屈折率：ｎ３とについて、以下に詳細に説明することとする。
【００４６】
　まず、屈折率の分散についてであるが、誘電体の屈折率は、波長のベキ乗の分散式
　　　ｎ（λ）＝Ａ０＋Ａ１λ２＋Ａ２λ－２＋Ａ３λ－４＋Ａ４λ－６＋Ａ５λ－８　
・・・　（１）
によってフィッティングすることができる。
【００４７】
　ここで、上記式（１）において、λは光の波長［μｍ］であり、ｎ（λ）は屈折率であ
り、Ａ０、Ａ１、Ａ２、Ａ３、Ａ４およびＡ５は定数である。
【００４８】
　多くのガラスや結晶、樹脂等の屈折率分散は、透明な領域においてλ－２の項Ａ２が支
配的であり、λ－４の項Ａ３を加えることにより実用的な屈折率の波長特性値が得られる
。
【００４９】
　即ち、上記式（１）は、
　　　ｎ（λ）＝Ａ０＋Ａ２λ－２＋Ａ３λ－４　・・・　（２）
によってフィッティングすることができる（図３を参照する。）。
【００５０】
　図３には、光学ガラスおよび樹脂の波長５００ｎｍにおいて規格化された屈折率が示さ
れており、実線は定数、波長の－２および－４乗のベキでフィッティングしたものであり
、マーカーについては、ポリカーボネート（Ｐｏｌｙｃａｒｂｏｎａｔｅ）が実測値であ
り、株式会社オハラ製の光学ガラスであるＳ－ＴＩＭ３９（商標）およびＳ－ＦＳＬ５（
商標）がカタログ値である（セルマイヤーの分散式）。
【００５１】

　ここで、Ａ２とＡ３との項の比率が異なる材質のプリズムを組み合せて頂角を調節する
ことにより、出射角を波長の１次関数、即ち、波長や波数に対して線形に近い角度分散に
することができる。
【００５２】
　具体的には、Ａ３／Ａ２の絶対値が最も小さいプリズムより２倍以上大きい材質のプリ
ズムを１種類以上用いるものであり、それ以外のプリズムはＡ３／Ａ２の絶対値が最大と
最小のプリズムの中間である材質を用いればよい。
【００５３】

　多くの光学ガラスや結晶に対して屈折分散が大きく異なるポリカーボネート等の樹脂を
組み合せた本発明による線形角度分散プリズムは、光学ガラスや結晶をのみを組み合せた
従来の分散プリズムより素子の厚さを薄くすることができる。
【００５４】
　上記した線形角度分散プリズム１０においては、第１プリズム１２としてポリカーボネ
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ートを用い、第２プリズム１４および第３プリズム１６として光学ガラスを用いた場合に
ついて説明したが、こうした組み合わせに限られるものではない。
【００５５】
　例えば、ポリカーボネートに代えて旭硝子株式会社製のアモルフォスフッ素樹脂である
サイトップ（Ｃｙｔｏｐ）（商標）などのフッ素系樹脂等を用いてもよく、また、光学ガ
ラスに代えて石英やフッ化カルシウム、ＰＭＭＡ（アクリル樹脂）などを用いてもよい。
【００５６】
　このように、線形角度分散プリズム１０において、第１プリズム１２としてフッ素系樹
脂等を用いるとともに、第２プリズム１４および第３プリズム１６として石英やフッ化カ
ルシウム、ＰＭＭＡを用いた場合には、その組み合わせにより紫外線用の線形角度分散プ
リズムを実現することができる。
【００５７】
　また、ＺｎＳやＺｎＳｅ、ＧａＡｓ、シリコン等の結晶同士やガラスあるいは樹脂との
組み合わせにより、赤外線用の線形角度分散プリズムを実現することも可能である。
【００５８】
　さらに第一のプリズム１２、第２プリズム１４および第３プリズム１６は材質と頂角を
保ったまま、適宜順序を変えても概ね同等の特性を得ることが出来る。
【００５９】
　また、各プリズムの境界は光学接着や光学的密着（Ｏｐｔｉｃａl　ｃｏｎｔｏｃｔ）
であっても、反射防止膜等の表面処置を施して適宜間隔を保っても、概ね同等の効率と特
性を得ることができる。
【００６０】
　ここで、線形角度分散プリズム１０を分散光学素子として使用する場合には、複数の幅
が広い線形角度分散プリズム１０を格子状に配列することにより、厚さを薄くすることが
可能になり、大口径の分光装置にも対応することができる。
【００６１】
　また、線形角度分散プリズム１０は効率が高いため、線形角度分散プリズム１０を複数
のプリズムを積層して、より大きな分散を得ることも可能となる。
【００６２】

　上記した本発明の線形角度分散プリズム１０は、任意の波長範囲において従来の分散プ
リズムより波長に対してほぼ線形の角度分散が得られる。
【００６３】
　即ち、ポリカーボネート、光学ガラスのＳ－ＴＩＭ３９（商標）およびＳ－ＦＳＬ５（
商標）の波長４００～１０００ｎｍの屈折率を波長５００ｎｍの値で規格化して、上記（
２）式でフィッティングした場合の分散式は、それぞれ以下に示す通りである。
【００６４】
　　　ポリカーボネートの屈折率＝０．９８１＋０．００２９３λ－２＋０．０００４８
８λ－４　　　　・・・　（３）
　　　Ｓ－ＴＩＭ３９（商標）の屈折率＝０．９７６＋０．００５４９λ－２＋０．００
０１４５λ－４　　・・・　（４）
　　　Ｓ－ＦＳＬ５（商標）の屈折率＝０．９８９＋０．００３０５λ－２－０．０００
０７６８λ－４　　・・・　（５）
　また、Ａ３／Ａ２の値は、ポリカーボネートが「Ａ３／Ａ２＝０．１６５」であり、Ｓ
－ＴＩＭ３９（商標）が「Ａ３／Ａ２＝０．０２６４」であり、Ｓ－ＦＳＬ５（商標）が
「Ａ３／Ａ２＝－０．０２５２」である。
【００６５】
　図３に示すように、ポリカーボネートの屈折率分散はＳ－ＴＩＭ３９（商標）と似てい
るものの、長波長では屈折率の変化がより小さく、短波長ではより大きくなるような硝材
とは異なる屈折率分散を持つ。
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【００６６】
　また、Ｓ－ＦＳＬ５（商標）はＡ３が負の値である。
【００６７】
　ポリカーボネートとＳ－ＴＩＭ３９（商標）とＳ－ＦＳＬ５（商標）を使用した場合に
は、プリズムの吸収がほとんど無い波長領域（４００～２０００ｎｍ）において最短波長
の約２倍の波長までの範囲、例えば、波長４００～８００ｎｍあるいは波長５００～１０
００ｎｍの範囲において、ほぼ線形な角度分散を実現することができる。
【００６８】

　次に、図４には、波長４００ｎｍと波長８００ｎｍにおいて出射角の差が０．３°にな
るように構成した場合における、線形角度分散プリズム１０を含む各種プリズムおよび回
折格子などの分散光学素子の角度分散特性のグラフが示されている。
【００６９】
　図４に示すグラフにおける実線は、屈折率分散が異なる３種類のプリズムを組み合わせ
た本発明による線形角度分散プリズム１０の角度分散特性を示している。
【００７０】
　なお、第１プリズム１２として頂角が２２．７１°のポリカーボネートを用い、第２プ
リズム１４として頂角が－２７．２８°のＳ－ＴＩＭ３９（商標）を用い、第３プリズム
１６として頂角が７．７５°のＳ－ＦＳＬ５（商標）を用いた。
【００７１】
　次に、図４に示すグラフにおける一点鎖線は、従来の分散プリズム１００の角度分散特
性を示している。
【００７２】
　なお、第１プリズム１０２として頂角が－１０．６８８°のＳ－ＴＩＭ３９（商標）を
用い、第２プリズム１０４として頂角が１２°のＳ－ＦＳＬ５（商標）を用いた。
【００７３】
　また、図４に示すグラフにおける破線は、格子間隔８０μｍ（１２．５本／ｍｍ）の透
過型回折格子の角度分散特性を示している。
【００７４】
　図４に示すように本発明による線形角度分散プリズム１０は上記した範囲の前後におい
ても従来の分散プリズム１００より概ね線形に近い角度分散を実現することができる。
【００７５】
　波長４００ｎｍの近傍において透明で現在入手可能な光学ガラスは、Ａ３／Ａ２の値が
ポリカーボネートより小さいために、例えば、株式会社オハラ製のＳ－ＴＩＨ６（商標）
、Ｓ－ＦＴＭ１６（商標）、Ｓ－ＦＰＬ５３（商標）の組み合わせの場合には、図４にお
いて実線で示す線形角度分散プリズム１００と同等の特性を得ることが可能であるが、厚
さが約２倍になってしまう。
【００７６】
　一方、Ａ３／Ａ２の値が大きい素材を用いることによって、より薄い線形角度分散プリ
ズム１００を実現することも可能である。
【００７７】

　次に、図５には、波長２００ｎｍと波長６００ｎｍにおいて出射角の差が０．３°にな
るように構成した場合における、線形角度分散プリズム１０を含む分散光学素子の角度分
散特性のグラフが示されている。
【００７８】
　図５に示すグラフにおける実線は、屈折率分散が異なる３種類のプリズムを組み合わせ
た本発明による線形角度分散プリズム１０の角度分散特性を示している。
【００７９】
　なお、第１プリズム１２として頂角が１０．８８°のサイトップ（商標）を用い、第２
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プリズム１４として頂角が－２４．９７°のフッ化カルシウムを用い、第３プリズム１６
として頂角が１５．４４°の合成石英（ＳｉＯ２）を用いた。
【００８０】
　次に、図５に示すグラフにおける一点鎖線は、従来の分散プリズム１００の角度分散特
性を示している。
【００８１】
　なお、第１プリズム１０２として頂角が６．５°の合成石英を用い、第２プリズム１０
４として頂角が７°のフッ化カルシウムを用いた。
【００８２】
　また、図５に示すグラフにおける破線は、格子間隔９０μｍ（１１．１本／ｍｍ）の透
過型回折格子である。
【００８３】

　なお、上記において説明したように、ポリカーボネート、Ｓ－ＴＩＭ３９（商標）なら
びにＳ－ＦＳＬ５（商標）の波長５００ｎｍにおいて規格化された屈折率は、上記した式
（３）～（５）で与えられるが、ポリカーボネートの代わりに上記した式（２）において
、Ａ０＝０．９８４、Ａ２＝０．０００、Ａ３＝０．００１（Ａ３／Ａ２＝∞）の材質（
Ａ２：０，Ａ３：０．００１）について検討した。
【００８４】
　図６に示すグラフにおける破線が、材質（Ａ２：０，Ａ３：０．００１）の屈折率を表
している。
【００８５】
　その結果、第１プリズム１２として頂角が１２．３°の材質（Ａ２：０，Ａ３：０．０
０１）を用い、第２プリズム１４として頂角が－２３°のＳ－ＴＩＭ３９（商標）を用い
、第３プリズム１６として頂角が１２°のＳ－ＦＳＬ５（商標）を用いた組み合わせによ
る線形角度分散プリズム１０では、図７のグラフに示すように、第１プリズム１２として
頂角が１０°のポリカーボネートを用い、第２プリズム１４として頂角が－４０°のＳ－
ＴＩＭ３９（商標）を用い、第３プリズム１６として頂角が２５°のＳ－ＦＳＬ５（商標
）を用いた組み合わせによる線形角度分散プリズム１０の約２／３の厚さで、同等以上の
特性が得られることが分かった。
【００８６】
　なお、図７のグラフにおいて、材質（Ａ２：０，Ａ３：０．００１）の値は、図６に示
す値を１．５９４８（ポリカーボネートの波長５００ｎｍにおける屈折率）倍して計算に
用いられている。
【００８７】

　また、通常の光学のガラス（ｎｄ＜１．６，νｄ＞２５）については、波長４００～１
０００ｎｍの屈折率から試算した範囲では、Ａ３／Ａ２の値が－０．０２５から０．０２
７であった。
【００８８】
　一方、樹脂のＡ３／Ａ２の値については、調査した材質の中ではポリカーボネートが０
．１６７と最大であって、ポリスチレンが０．０４９と比較的大きく、ＰＭＭＡが０．０
０８９であり、通常の光学ガラスと同等であった。
【００８９】
　従って、可視光用については、実際の応用を考慮すると、通常の光学ガラスと組み合せ
る樹脂は波長４００～１０００ｎｍの屈折率から求めた（２）式の分散式のＡ３／Ａ２の
絶対値が０．０４以上であることが好ましい。
【００９０】
　一方、紫外線用については、波長２００～１０００ｎｍの屈折率から求めた（２）式の
分散式のＡ３／Ａ２の値はサイトップが－０．０２０、フッ化カルシウムが０．００８０
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、石英が０．００８９であった。
【００９１】
　なお、石英やフッ化カルシウム等と組み合わせる樹脂は使用する波長範囲においてＡ３

／Ａ２の絶対値がサイトップのそれと同程度の値であればよい。
【産業上の利用可能性】
【００９２】
　本発明は、分光分析、光学計測あるいはレーザー機器などに用いることができるもので
ある。
【００９３】
　より具体的には、例えば、同時に多数の色素を使用する生体の蛍光観察、植物の生育状
況調査のためのカロチノイド等の成分分析、大気中のメタン等の濃度測定あるいは粉体や
乳液等の粒度分布計測等に必要な広帯域かつ低分解能の分光装置用の分散光学素子、エシ
ェル分光器（高次回折格子の分光器）の次数分離用の垂直分散光学素子やフーリエ分光装
置のＳ／Ｎを向上させるための帯域幅分割用の分散光学素子、フェムト秒レーザーのパル
ス圧縮光学系の位相整合ユニット用の分散光学素子あるいは波長可変レーザーの波長選択
光学ユニット用の分散光学素子などとして利用することができる。
【図面の簡単な説明】
【００９４】
【図１】図１は、アミチ分光器のプリズムの概念構成説明図である。
【図２】図２は、本発明による線形角度分散プリズムの実施の形態の一例の概念構成説明
図である。
【図３】図３は、光学ガラスおよび樹脂の屈折率を示すグラフであり、グラフの横軸は波
長（Ｗａｖｅｌｅｎｇｔｈ）であり、グラフの縦軸は波長５００ｎｍで規格化した屈折率
（Ｒｅｆｒａｃｔｉｖｅ　Ｉｎｄｅｘ（Ｎｏｒｍａｌｉｚｅｄ　ａｔ　５００ｎｍ））で
ある。
【図４】図４は、波長４００ｎｍと波長８００ｎｍとにおいて出射角の差が０．３°にな
るように構成した場合における、線形角度分散プリズムを含む各種プリズムおよび回折格
子などの分散光学素子の角度分散特性を示すグラフであり、グラフの横軸は波長（Ｗａｖ
ｅｌｅｎｇｔｈ）であり、グラフの縦軸は角度（Ａｎｇｌｅ）である。
【図５】図５は、波長２００ｎｍと波長６００ｎｍとにおいて出射角の差が０．３°にな
るように構成した場合における、線形角度分散プリズムを含む各種プリズムおよび回折格
子などの分散光学素子の角度分散特性を示すグラフであり、グラフの横軸は波長（Ｗａｖ
ｅｌｅｎｇｔｈ）であり、グラフの縦軸は角度（Ａｎｇｌｅ）である。
【図６】図６は、材質（Ａ２：０，Ａ３：０．００１）、光学ガラスおよび樹脂の屈折率
を示すグラフであり、グラフの横軸は波長（Ｗａｖｅｌｅｎｇｔｈ）であり、グラフの縦
軸は波長５００ｎｍで規格化した屈折率（Ｒｅｆｒａｃｔｉｖｅ　Ｉｎｄｅｘ（Ｎｏｒｍ
ａｌｉｚｅｄ　ａｔ　５００ｎｍ））である。
【図７】図７は、波長４００ｎｍと波長８００ｎｍとにおいて出射角の差が０．３°にな
るように構成した場合における、線形角度分散プリズムを含む各種プリズムおよび回折格
子などの分散光学素子の角度分散特性を示すグラフであり、グラフの横軸は波長（Ｗａｖ
ｅｌｅｎｇｔｈ）であり、グラフの縦軸は角度（Ａｎｇｌｅ）である。
【符号の説明】
【００９５】
　　１０　　　線形角度分散プリズム
　　１２　　　第１プリズム
　　１４　　　第２プリズム
　　１６　　　第３プリズム
　１００　　　アミチ分光器のプリズム
　１０２　　　第１プリズム
　１０４　　　第２プリズム
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